
中國出土資料學會 

平成２８年度第２回大会 

 

 

日   時：平成２８年１２月１０日（土）  

      平成２８年度第２回大会  

     受付開始  １２：３０～  

     研究報告  １３：００～１７：００  

 

場   所：  岩手大学  教育学部総合教育研究棟北桐ホール（岩手県盛岡市上田３－１８－８） 

http://w w w.i wate-u.ac.jp/ 

 

会場へのアクセス：  

■バス     盛岡駅前バスターミナル11番のりば  

       ・岩手県交通バス 駅上田線（松園バスターミナル行き）「岩手大学前」下車  

       ・岩手県交通バス 駅桜台団地線（桜台団地行き）    「岩手大学前」下車  

■タクシー   盛岡駅から約2km  約10分 

■徒歩     盛岡駅から約25分  

 

 

報告Ⅰ  矢野  千載（盛岡大学文学部日本文学科教授）  

  発表題目：里耶秦簡の隷書・篆書・習字簡について  

発表概要：  里耶秦簡は、秦始皇 25 年（前 222）から秦二世 2 年（前 208）に書写されたも

のが主であり、既刊の『里耶秦簡』壱（文物出版社、2012 年）だけでも 2500 枚

以上の簡牘が所収される。そのほとんどは秦の公文書であり、隷書（秦隷）で書

かれるが、その書風は単一ではなく幅がある。その秦隷以外にも、篆書や楚簡の

文字と考えられる字例、そして文字を練習した習字簡が含まれる。これらは中国

古代書法史上の従来からの検討課題である戦国文字や始皇帝の文字統一の実相、

そして里耶秦簡の書き手である史の書写意識等を検討するための資料となる。  

       本発表では、里耶秦簡の秦隷書法の多様性、簡牘に書かれた篆書、楚簡の文字

およびそれと何らかの書法的な関わりが考えられる字例、習字簡等を取り上げ、

検討を試みることとする。  

 

 

報告Ⅱ  董  珊（北京大学考古文博学院教授）  

発表題目：《從“曾國之謎”談國、族名稱的沿革》  

発表概要：  本文以“曾國之謎”的討論作為切入點，主要談古代國族名稱的沿革問題。大概

涉及這麼三類問題：一、從“城市國家”理論談“國、都同名”現象；二、上古氏

族遷徙造成的國族名稱更改，或者造成地名更改的現象。三、出土文獻在研究此類

問題上的重要性。  

 

 

http://www.iwate-u.ac.jp/


報告Ⅲ 藪  敏裕（岩手大学教授 平泉文化研究センター長）  

発表題目： 『上博簡』から見た『毛詩』に見える「緝熙」の解釈  

発表概要： 現行本『毛詩』の大雅「文王篇」の第四章には、「穆穆文王、於緝熙敬止。假哉

天命、有商孫子。商之孫子、其麗不億。 上帝既命、侯于周服。」とある。この「緝

熙」について、『毛傳』は「緝熙、光明也。」と注するが、一方朱子の『詩集傳』

は「緝、續。熙、明。」と注し、訓詁が異なる。  

      この文王篇第四章の「穆穆文王、於緝熙敬止。」は、出土資料では荊門市博物館

編『郭店楚墓竹簡』「茲（緇）衣篇」十六章や馬承源主編『上海博物館蔵 戦國楚竹

書（一）』「 （緇）衣篇」第十七簡に引用され、それぞれ「穆＝（穆穆）文王、

於 （緝） （熙）敬  (止)。」と「穆＝（穆穆）文王、於幾義之。」と隷定さ

れている。この『上博簡』の「幾」について、李家浩氏は「釋上博戦国竹簡<緇衣

>中的「 𦣝」合文」において、隷定の誤りとして「 」と「𦣝」が上下に並ぶ合

文とする。この説はたとえば『楚地出土戦国簡冊合集（一）』にも採用されており、

傾聴すべき説であると思う。本発表では現行本『毛詩』の「緝」が『上海楚竹書』

で「 」とされている点について検討することにより、現行本『毛詩』の「緝熙」

の意味を再検討してみたい。  

 

☆ 参加費（資料代）500円  

☆ 非会員の来聴を歓迎します  

☆  大会終了の後、懇親会を行う予定です。ふるってご参加ください。  

 

☆  当日（12月10日）の宿泊を希望される方は、10月31日までに富田tomita-michie@rku.ac.jpま

でご連絡下さい。  

  宿泊先：  ホテルルイズ（シングル1泊 5640円）  

 ※懇親会会場と同じホテルになります。  

 ※喫煙室をご希望の方は、その旨お書き添え下さい。  

 ※部屋数に限りがございます。希望者多数の場合は先着順とさせていただきます。  

 

☆  翌11日には、平泉を平泉文化研究センターの伊藤博幸教授の案内でまわるエクスカーションを

予定しています。参加を希望される方は、10月31日までに富田tomita-michie@rku.ac.jpまでご連

絡下さい。  

 ※行程：盛岡駅→水沢江刺駅→中尊寺・平泉文化遺産センター・毛越寺・無量光院跡→昼食・平

泉駅（15時頃解散予定）  

 ※参加費：一万円程度（交通費・参観料）   

mailto:tomita-michie@rku.ac.jp
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連絡先（大会委員長）  

  〒270-8555 

  千葉県松戸市新松戸３－２－１  

  流通経済大学法学部  

富田 美智江  

  Tel：0297-60-1930（研究室直通）  

  E-mail：tomita-michie@rku.ac.jp 

 

mailto:tomita-michie@rku.ac.jp

